








Oral Florid Papillomatosis:Report of a case
MASAHIKO HIRAYAMA YASUICHI YAMAZAKI KIYOFUMI FURUSAWA














































































































































































































症例 報告者 年代 年齢㈲ 性別 部位 臨床診断 治　　療　　経　　過 騒鷺蕎 誘因















3 谷ロ 1970 85 ♀ ロ　蓋 乳頭腫 BLM，照射
�Qヶ月後再発
死 不明









5 川勝ら 1972 60 ♂
ロ　角
j粘膜
悪性乳頭腫症 BLM 不明 不明









7 瀧川ら 1972 70 ♀
口　蓋
j粘膜
乳頭腫症 5－FU軟膏 約7ヶ月 不明
8 干葉ら 1978 73 ♀ 頬粘膜 OFP BLM，Cry。で再発
@　Cryo
不明 補綴物



















































16 自験例 1984 56 ♀
ロ　蓋
繩{歯肉
OFP 切　除 約1年@6ケ月 補綴物
BLM：Bleomycin，　MTX：Methotrexate，
OFP：Orat　Florid　Papitlomatosis
PEP：Pepleomycin・　Cryo：Cryosurgry
松本歯学　11（1，2）1985
した．OFPの発生原因は不明とされ，誘因として
virusi6・17），機械的あるいは化学的刺激8・18），および
アレルギー説19）などが考えられている．
　virusに関して1962年Wechsler　and　Fisherは
その存在を確認していないが2｝，1981年稲田ら2°）
はOFPの1例に対して電顕的にvirus・like　par－
ticleの可能性を示唆している．またパイプ，煙草
あるいは義歯などによる機械的あるいは化学的刺
激も唱えられており，中でも補綴物を誘因と考え
られる症例が15例中7例6・8・1°・18・24・26）をしめる．本
症例も腫瘤を自覚する4ヵ月前に上顎前歯部に補
綴処置を施していることより，その関与もまった
くは否定できないと思われる．アレルギー説に関
しては，石原ら19｝は総義歯を使用していた症例に
ステロイド剤外用が効果を示したことからレジン
と口腔粘膜とのアレルギー反応の関与の可能性を
示唆している．
　治療方法としては放射線4・5）あるいはBleomy・
cin21・22・25・2η，　Methotrexatel8）などが用いられてい
る．放射線療法は照射による病巣の悪性化などの
合併症を起しやすいなどの点から一般に否定的で
ある2・28）．化学療法はある程度有効性は認められる
ものの，それのみでは完全治癒に至らない症
例6’8・23・26・27）が多く，また多量に用いた場合は副作
用も問題となる．最近は症例11，12，13のように
広範囲なOFPに対してcryosurgeryが術後の機
能障害も少なく全身状態不良な患者にも使用でき
るため用いられているが治療期間が長期にわたる
欠点がある1°・ll）．一方，切徐においては再発傾向が
強いといわれているが1・2・28・29・30｝，我々はOFPが良
性腫瘍であり，本症例は上顎唇側歯肉と口蓋粘膜
に限局していること，腫瘍内歯牙（－z1．L1z－）が保
存不可能であったことなどより，．2Ulz一の抜歯と
ともに周囲の健康組織を含め腫瘍を摘出した．報
告15症例について再発例をみると，初回処置後に
再発をみた症例は15例中8例であり，そのうち4
例は8ヵ月以内に再発し最も長いものでも症例2
の1年5ヵ月であった．また再発をみない7例の
うち3例（症例11，12，13）がcryosurgeryによ
るものであるが治療期間が長期間にわたるため再
発の有無が不確かであり，さらに症例5と7のよ
うに化学療法にて再発の認められない症例は観察
期間が不明か，7ヵ月という短かい症例であった．
一方，症例9の如く口蓋骨面を削除した症例では
121
再発がないこと，また我々の症例でも現在まで約
2年間再発がないことなどより，OFPは深部組織
への浸潤や転移はないと言われながら，外科的切
除後短期間で再発を繰り返すことが多いのは切除
範囲の設定に問題があることが考えられる．しか
しながら，各種治療法と再発時期の多様性をも鑑
み今後長期間の経過観察を行うと同時に，さらに
多くの症例を検討する余地があるものと思われ
る．
結 語
　56歳女性の上顎前歯部唇側歯肉および口蓋粘膜
に発生したoral　florid　papillomatosisに対して
周囲の健康組織を含めた切除術を施行し，術後約
2年経過した現在，再発等の所見なく経過は良好
である．
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